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群馬大学大学院保健学研究科附属研究・教育センターとは
群馬大学医学部保健学科及び大学院保健学研究科では、社会の課題解決を目指して、研究、

教育、地域保健活動、国際保健活動に積極的に取り組んでいます。これらの活動を進めるため
の組織として保健学研究科附属研究・教育センターが設置され、このセンター内には５つの推
進室があります。今回は多職種連携教育推進室からの報告になります。
私たちの活動をご覧いただき、ご意見をお聞かせください。

アンケートへのご協力をお願いいたします。⇒
お問合せ先： 保健学研究科長 齋藤貴之（tsaitoh@gunma-u.ac.jp）

多職種連携教育推進室からのお知らせ

タイトル

新卒入社の研修を開始しました

Student Inter Professional Education Committee (SIPEC)
SIPECは国際的な視野をもちながら多職種連携教育を学ぶことを通じて，大学生が卒業まで

に身につけるべき能力である学士力を育成することを目的とし，2010年に設立されました。

活動①：国際的な医療状況についての交流会の開催

国際的な視野や知識を広げることを目的に、群馬大学・他大学に在
籍する留学生と各国の医療の特徴を検討する交流会を定期的に開催し
ています（作業療法学専攻 助教 野口直人）。

海外勤務経験者との対談

留学生との交流

高崎健康福祉大学
留学生との交流会

活動②：多職種連携・患者安全教育教材作成

2024年度のSIPECの新たな活動として、学生間での多職
種連携・患者安全教育の学習を促進することを目的に、教材
作成（模擬症例）を進めています。

今後は、作成した教材を群馬大学の学生だけでなく、他大
学学生や留学生へ提供・教材を用いた学習会を開催を検討す
る予定です。群馬大学学生だけでなく、多くの医療分野で活
躍していく学生や留学生の学びの機会に貢献できるような活
動を今後も進めていきたいと考えています（作業療法学専攻
助教 野口直人）。

作成した模擬症例
QRコードから閲覧可能です→
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